
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

S − 218
一

般講演 日産婦誌43巻臨時増刊

207　　　 心 房 性 ナ ト リ ゥ ム 利尿 ペ プ チ ド （ANP ）

の 胎 児循環 系 に与 え る 影響

208　　 　　 胎 児 排 尿 現 象 と そ の 異 常 に 関 す る 超

音 波 学的検 討
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目的 ； 胎児循環 の コ ン ト ロ ール に は 多 くの 昇 圧 系

の ホ ル モ ン が 関与 し て い る 。

一
方降 圧 作 用 の あ る

心 房性 ナ ト リ ウ ム 利尿 ペ プ チ ド （ANP ）も胎 児

hypoxia 時 に 分 泌 さ れ る こ と が 判 っ て い る。そ こ

で ANP の 胎 児 循環 系 へ の 作 用 と ， ア ル ギ ニ ン パ ゾ

プ レ ッ シ ン （AVP ）と の 関連 を調 べ る た め に 実 験

を 行な っ た 。 　 方法 ；在胎 日数　140 ± 1 日 （TERM

145 日 ）の シ バ ヤ ギ 胎 仔 4 頭 を 用 い ，計 6 回 の 実 験

を 行 な っ た 。 30 分 間 の コ ン ト ロ
ー

ル 期 間 の 後 ，

ANP （10，50 ， 100 μ g ）を 20ml の 生 食 水 に溶解 し

て 60 分 間 か け て 静 脈 カ テ を 通 し て 投 与 し た 。 30 分

毎 に 母獣 と胎仔 の 採血 を行な い ，pH ，pO2 ，pCO2 ，

ヘ マ ト ク リ ッ ト値 （Hct ），Na 濃 度 ，　 ANP 濃 度 ，

AVP 濃度 の 測 定 を 行 な っ た 。 　 成績 ： 10 μg の 投

与 で は 各 測定値 に 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た 。

50μ g の 投与 で 胎仔 血 中ANP 濃 度 は 202 ．0 ± 79．2

pg ／ml （Mean ± S．E．）か ら 30 分 後 2041．0 ± 532．

9pg ／ml ， 60 分 ff　2388 ．　7±　1035．　5　pg／ ml へ と 上

昇 し た 。
こ れ に つ れ て 胎 仔動脈 血 pH は 低 下 傾向 を

示 し た が ，pO2 ，　 pCO2 は 有意 な 変 化を 示 さな か っ

た 。 Na 濃度 に 有 意な 変 化 は 認 め られな か っ た が ，

Hct 値 は 39．9 ± 2．6 ％ か ら 60 分 後 43 ．4 ± 2．2 ％へ と

有意な 増加を示 し た。 （t ＝・7．lo ，　 p く o．05 ）胎 仔

動脈 圧 は 低下 ， 心拍数 は 増加 す る 傾 向が認 め ら れ

た。 100 μ g 投 与群 で も同様 の 傾 向が 認 め ら れ た 。

ま た 血 中ANP 濃度 と AVP 濃度 の 間 に は 相 関係 数

0．61 の 有意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 （t ＝ 3．72，

P ＜ O．01 ）　結 論 ：ANP は 胎 仔循 環 系 に 対 し て 降

圧 作 用 と Hct 値の 上 昇作用 を示 し た 。 ま た AVP

の 分 泌 を 促 す 作 用 の あ る こ と が 示 さ れ ，両 者 の 間

に フ ィ
ー

ドバ ッ ク 機構 の 存 在が示 唆 さ れ た。

〔目的 〕超音 波 断 層法 を 用 い て 胎児 の 排 尿 現象 を

記録 し，そ れ を も と に排尿 異 常 を 伴 う胎 児疾 患 の

病 態 と比 較検討 し た 。 〔方法 〕妊娠 26週 か ら 40 週

の 正常胎 児 40 例，IUGR 　9 例 ，羊 水 過少 4 例 ，羊 水

過 少 を 伴 っ た IUGR 　4 例，水腎症 10例 （両側 4 例 ，

片 側 6 例 ）， 右側 多嚢胞 腎 1 例，中枢神経 系異 常

4 例 （無脳児 1 例，全 前脳胞 症 2 例 ，水頭 症1例 ）

を 対 象 と し胎 児尿 産 生 能 に つ き検討 し た a 膀胱 計

測 は Camppbe　H らの 方法 に 従 い ， 5 分間隔 で 90〜120

分間 の 観 察 を 延 べ 79 回行 っ た 。膀胱 容 量 の 経 時 的

変 化 よ り時間尿 生 成 率 （HFUPR ）．最大膀胱容量（MBiv）

排尿 周 期を 算 出 し た 。 水 腎症 4 例 と 多嚢胞 腎 1例

で は 母 体 フ ロ セ ミ ド投 与 に よ る 胎児 尿 産 性 能 の 変

化 も検討 し た 。羊 水過 少 の 診断 は 羊水深 度 3cm 未

満 ，水 腎症 の 診断 は 腎孟径 8an 以 上 と し，IUGR の

診 断 は 仁 志 田 の 基 準 に 従 っ た 。超 音波断 層装 置 は

ア ロ カ SSD − 650 （35　MIIz）を使用 した 。 〔成績 〕 

正常 胎 児 で は妊娠 30以降 38 週 に か け て HFUPR は

138 ± 5．1〜30．9± 8．1（Mean ± SD ）ml ／hr．MBV は 9．9±

2，3−・　30．8± 8，9ml ，排尿 周期は 31．2± 2．2〜51．4±　15．2

min と増 加 し た が，39 週 以降減少 した 。  IUGR で は

13 例中 10 例 で HFUPR の 低 下 ， 8 例 で MBV の 低下

を認 め た ゆ 羊 水過少例 で は 4 例 中 2 例 で IIFIJPRの

低 下 ，
ユ例で MBV の 低下 を認 め た 。  水腎症 で は ユ0 例

中 5例 で HFUPR の 低下 を 認 め，フ ロ セ ミ ド投与 を行 っ

た 4 例 中 3 例 で HFUPR は増加 した・多嚢胞腎で は

HFUPR ，MBV は 正 常 で あ っ た 。   排尿周期 は無脳症

で は観察 さ れ ず ，全 前 脳胞症 で は 延長 したが，HFUPR に

異常 は 認 め なか っ た ・ 〔結論 〕超音波断層法 に よ る 胎

児排 尿 現 象 の 観 察は，尿 産 生 に 異常を 来 す 胎児疾患 の

発見 と病態解析 に 脊効 と考え る。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


